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学会報告優 秀賞

9TO と人 称代名詞の 照応機能に つ い て

　　　　　名詞 句 の 照応を め ぐる
一

考察
一

三 　　谷　　 恵　　子

　　　　　　　　　　　　　　 0．　 問題 設定

　 本稿で は 名 詞 または 名詞句 （以 下 ま とめ て NP ）の 照応形 と して 用 い られ る

ロ シ ア 語の 人称代名詞 お よび 代名詞 の OTO の 機能に つ い て 考察 した 。 周知の よ

うに ， 通常 NP の 照応形 と して 用い られ る の は所 謂人称代名詞 （P シ ア 語 で は

oH ！oHa ！oi
−io！oHu ）（以下 PP3 と略記）で ある 。 と こ ろ が PP3 で は な く oTo

が NP の 照応形 と して 用い られ る場合が ある ：

001）　Hepe3　qaca 　Tpx 　HnH 　qeTblpe
，
　 rio69iH 冫Ke 　K　cyMepKaM

，
　 B　cTopoHe 　oT

　皿opoPH 　B　 noJle　KaK 　H3 −noA 　3eMJIva　 BblpocJIH 　JIBe　OPMrypbl，
　 KoTopblx 　pa−

　Hbllle　He 　6bmo　Ila　HoBepxHocTH
，　H 　HacTo 　ornflnblBaflcb ，

　 cTanva　6正）IcTPo

　YIIaJlfiTbcsl．　9To　6bl汀H　AHTKnoB 　M　THBep3HH．　　　　［HacTepHaK ，
28］

こ こ で 照応形 ∂TO の 先行詞は 先行文脈の NP ： nBe 　OPxryPblで あ る 。 に も係わ

らず こ こ で は 照応形 と して PP3 （こ の 場合 OHH ）が用 い られ て い ない 。
こ の よ

うな現象か ら，
∂TO と PP3 の NP 照応形 とし て の 機能分布， 即ち ， い か な る

文脈的条件下 で どち らの 照応形が選択 され るか ， とい う問題を考察 した 。 以下 ，

1．一
般論 と して の 任意の NP とその 指示対象の 関係， 2． ∋TO の 機能 ， 3．　 NP

の 照応形 と して の PP3 と ∂TO の機 能分布 ， の 順で 論 じて い く。

　　　　　　　　　　　　　 1． 指示 と指示 対象

　照応 の 代名詞の 機能に つ い て 考え る前に ま ず ， 任意の NP とそ の 指示 対象の

関係を 明 らか に す る 。 な お 木 論で は 具体的 な 指示対象を 表 し うる NP の み を考

察 の 対 象とす る 。

　具体的な指示 対象を表す NP は ， そ の 語彙的意味を 介 して 何 らか の 指示対象

に 対応す る が ， 表現形 式 NP と指示 対象の 関係は 多 くの 場合 多 義 的 で あ る 。

「日本人」 とい う表現は 集合 J （日本人）全体 へ の 指示 と して 用い られ るか ，

また は 集合 の 中の あ る個体 J（X ）［X は 口本人 で ある コを表す 。 今 ， 前者を カ
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テ ゴ リー的指示 （CAT ）， 後者を個体的指示 （INDV ）とす る 。 個体的指示に は ・

あ る特定 の 個体 Xp を 指示 す る場 合 と， 集合の 任意の 元 X とし て の 個体を指示

す る場合 が あ る 。 そ こ で 前老を定的 （DEF ）， 後者 を不 定的指示 （INDEF ） と

す る 。 カ テ ゴ リ
ーへ の 言及 と佃体へ の 指示 は 異な るが ， 口常言語の 感覚で は 不

定指示 と カ テ ゴ リ
ー

的指 示 の 境界は しば し ば 曖 昧 で あ る （図中で 不 定指示が

CAT と INDV の 中間に ある の は その こ とを 意味 して い る）。 不 定指示 で は ，

指示 対象 が あ る集合 の 元 で ある こ と以上 に 個体に 関 す る情報を与えない の に 対

し， 定的指示 は 特定の 個体へ の 言及で ある か らそ の 個体に 関す る情報 ，
つ ま り

話者お よび 聞 き手 の ， 指示 対象に 関す る知識が 関与的で ある 。 表現 DEF （Xp ）

に お い て は ， 発話 の 言及 時点で 個体 XP は （ユ）話者 i ， 聞 き手 j双 方に 於い て 特

定化 されて い る （既知 で あ る），   話者 iの み が 知 っ て い て ， 聞 き手 1に と っ

て は 未知， あ る い は そ れ を特定す る に 十分な情報を与 え られ て い ない ， （3＞聞 き

手の み な らず話者に と っ て も未知 ，
の 3通 りで ある。 （1）を 話者 聞き手 双方に

お い て 特定ずみ の 指示 （SPCi／j）， （2）を 聞 き手 jに と っ て 未特定 （NotSPCj ），

（3）を話者聞 き手双 方に と っ て 未特定 の 指示 （NotSPCi ）とす る 。 定指示 DEF と

不定指 示 INDEF との 最大 の 違い は 前者が基 本的に 指示 対象の 存在 （所与 の 特

徴を充た す個体が発話瞳界 の 領域に お い て 存在す る こ と）を前提す る の に 対 し，

後者 で は 必ず し もそ の よ うな前提 は 問題 とされ ない とい う点 で あ る （「研究ρ

助手 に な る人 を探 して い る」 とい う時そ の よ うな資格を 満た す個体は 存在 しな

くとも よい ）。 話者 に お い て特定済み と未特定の 場合 の 違い は ，
Donnellanが

指摘 した Referentia1と Attributiveの 対立 に 相応す る 。

（1〕
竺工与e　ma 旦 wh2

killed　Smith　 must 　be　 insane．” とい う時 ， 話者が具体的な人物 を想定 して

語 る な らば こ れ は Referentialな表現で あ り，

一 方 ， 話者の 知識は ス ミス を殺

した 男が ただ 一 人存在す る （少 な くと も話者 の 確信 に お い て ） とい う事実の み

で ， それ が何者か 知 らな い 場 合 に は ， 話者の 指示 対象に 関す る 知 識 は 限 定 的

（「ス ミ ス の 殺害犯」 と い う
一

つ の 特徴 の 担 い 手 とし て の み 理解 され て い る）

で ， こ の よ うな表現を Donnellanは Attributiveで あ る と した 。

　文脈上 の あ る時点 で 指示 対 象が特定済み か 未特定で あ るか に 関 して は 話者 と

聞 ぎ手 の 間に ギ ャ ッ プが ある 。
こ れが NotSPCj の 部分 ， す なわ ち・話者は 指

示対象の 実体を知 っ て い る の に 対 し ， 聞 き手 に は ， そ の 文脈で 語 られ る特微 の

担 い 手 とい う， 部分的 な姿で しか 把握 されて い ない 状態で ある 。
こ の ギ ャ ッ プ

は 普通文脈の 進 行 と共 に 埋め られ ， 話者 が聞 き手 に 対象を特定化す る に 十分な

情報を与 え る か ， あ るい は 対象 が聞 き手 に と っ て も特定化 され た と話者が判断
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すれ ば ， そ の 時点で SPCi！j とな る 。
　 SPCi〆1は こ の 様 に 文脈上 の 情報の 累積

に よ っ て ， ま た は 文脈外 の 共通 の 知識 （十分 に よ く知 られ た 固有名詞 な ど）に

よ っ て 与え られ る 。 要は ， 指示対象が SPCi！jで ある とは 結局 ， 話者聞 き手双

方が指示対象を ， さま ざ ま な特徴 の 総和 と して の 個体 （こ れ を 「全体像」 と呼

ぶ ） と して 理 解 して い る こ とを意味 し ，
NotSPCn （n は jか i）で は 指示 対象

は ， 聞き手ま た は 聞 き手話者の 双 方に と っ て ， 文脈 で 語 られ る 情報の み の 担い

手 ， 言い 換 え るな らば文脈関与的な 特徴 の 担い 手 と して把握 され る とい うこ と

で ある 。
こ の 違い は 「全体像 VS ．部分」 「特徴の 総和 VS ．文脈関与的 な

一
つ の

特徴」 とい う形で 捉 え る こ とが で きる 。

　 こ れ らの 特長は 下の 1図に ま とめ る こ とが で きる 。

　　　　　　　　　　　　　　 2， 9TO の 機能

　2．Ol． ∂TO の ， 単独で 用い られ る （形容詞的指示代名詞 の 中性 形で ない ）時

の 機能は次 の 3 つ で ある 。

（1） 強意の 助詞 と して の 機能 （
“ 1〈aK 　aTo 　fl　npo 　Hero 　3a6bI 毋 P ” “ O　・leM 　DTO

　OH 　Bce 　nyMaeT 　？
”

に お ける OTO ， あ るい は 連辞に 先立 つ 位置で 用 い られる

【I　 NP と指示 対 象の 関係】

個体的 指示 （INDV ）
1− 一一一一一．．

（時点 t で ）　 定 （DEF ）

（個体の ）

存在的前提

i・ テ ・ ・一儲 示 （・AT ）

1不 定（INDEF ）1
諸 に お い て 　 …話都 お い て

　　 　　　　　 　 旨 来特定
特定済み （SPCi ） i（N ・・SPCi）

　 　 　 　 　 　 　 ．一一1

聞 き手 に お い 　 聞 き手 に お

て 特定済み 　　 い て未特定

（SPCi／」）　　　 （NotSPCj ）

有効 無効

情 報 劇 高
… … → 低

対象 へ の 　　特長の 総和，

　　 理解　 全体像

言及時点で 与え られ た

情報の み ， 文脈関与的

な特徴の 担い 手

集合の 臆 の …。 テ ゴ リ ー

元 とし て の 把握
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　 もの ）。

（2） 直示 的指示語 と して の 機 能 （ex ．
“ Ho3HaKoMbTecb

，
　sTO 　Mofi ｝lceHa ）。

（3） 照応 の 代名詞 と して の 機能 。 照応形 の ∂TO は   先行文脈 の 話題 ・ 内容や ，

　先行文脈か ら類推 可能 な もの を あ らわ す ，   二 項 名辞文 で NP の 照応形 とな

　 る ，
の 2 通 りの 場 合が ある 。   の 様な照 応を今 ， 文脈照応 と よぶ

。

　 2．02．文脈照応 の ∂TO

　文脈照応 の 9TO は 主 と して 先行文脈 の 話題 ・ 内容や ， さ らに は 前後の 文脈で

語 られ る状況 に 対応す る ：

201）　　八iHe　Tenepb 　xoqe
’rcfi　paccKa3aTb　BaM

，　rocrlo 八a
，　冫KeJlaeTcA 　HJIb 　He

　 冫1〈eJlaeTcH 　 BaM ∋To　cπblIHaTb
，
　 noqeMy 　fi 江a冫Ke　H　HaceKoMblM 　He 　cyMeJ エ

　 cAe ”aTbcl ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［，
［1［ocToeBcKHti ，

101］

　 こ の 様 な文脈照応の 現象 は 自然言語一 般に 特有の 現象で あ り， 文脈 の 内容や

そ こ か ら類推に よ っ て 得 られ る事柄 を照応表現 に よ っ て 置 ぎ換え る ， ある い は

逆に 照 応 の 形式か ら先行文脈を 回復 させ る 能力が 人間 の 言語能 力の な か で ど う

位置づ け られ るか は 近年の 認知言 語学 に お け る注 目点の
一

つ で ある 。

〔2〕

　文脈照応 の 9TO は PP3 と同 じ く， 任意の NP と同 じ統語位 置を 占め る 。 従

っ て こ れ を 含む文 の 統語関係に 従 っ て格変化 し，主 語の 位置に 立 つ 場 合 ， 述語

動詞 は ∂TO に 形 式的 に
一 致 して 中性 単数形 とな る ：

202）　qe πoBeK 　cMepTell ，
　HHKTO 　npoTvaB 　∋Toro 　H　He 　crlopHT ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ［BynraKOB，
431］

203）　BnpoqeM 　gTo 　c汀yqHπ ocb 　eme 　B　 Moe 苴 MoJoAocTH ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［，［［OCToeBCKMil ， 1GO］

　 こ の よ うな文脈照応の ∂TO とは 異 な り，
　 NP を 先行詞 とす る照応語 と して 用

い られ る場合が ある 。 以 下で は こ の 照応形 に つ い て 検討 して い く。

　　　　　　　　　　　3． NP 照応の 9TO と PP3

　3．01． まず NP 照応 の aTO が現 れ る場 合の 統語 的 制約 を 見 て お く。

（1＞ NP 照応 の OTO は ， 連辞を介 して 結ぼれ る 2 つ の NP か らなる文 （［NP ・
−

COPL 　NP ・］ の 型 の 文 ： 以下 ， 二 項名辞文 とす る ）の 第
一

成分 NP ・ の 位置に

限 り現わ れ る
。

〔3） こ れ に 対 し PP3 は ， 任意 の NP の 照応 形 と して統語構造 の 限

定な く用 い られ ， さ らに 二 項名辞文で は 連辞を挟 ん だ どち ら側に も現れる ：

　　　3To − y6Hl撫 a　cTapyxH ．　　
＊y6H 藍ロa　cTapyxH −

∂To ・

　　　OH 　y6mbHa　cTapyxH ．　　　　 y6H苴皿a　cTapyxH − oH ・
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（2） NP 照応 の 9TO で は ， 連辞の 形態は第二 成分 の 文法的特徴 と一 致す る。 ま

た ，
∋TO が用 い られ る 場合第二 成分に 造格は 現れ な い

。
（4）第二 成分 に 造 格 が 現

れ るの は 文脈照応の DTO の 場合 の み で ある （ex ．∂mo 　6btzao　itα yarZO ・a 　6mopodi

naapoa 　BodiFtbt．）．

（5｝一
方 ，　 PP3 が 用い られ る と，連辞の 形式は 主 語で ある PP3

の 性数と一
致 し ， 連辞の 時制が非現在 の 時 ， 述部 の 名詞は 主格 また は 造格で 表

される （ex ・Oκ 6bt2　an 　ijcenep！aitnvenepo ．it）。

　3．　02．上 記の よ うに ， 冒頭言及 した PP3 と OTO の NP 照応の 機能分布の 間

題は ， 結局 ， 二 項名辞文 とい う環境に お い て 論 じられ る ， とい う特性を もつ
。

そ こ で二 項 名辞文に 現わ れ る NP 照応の 形 式と して の （1）STO と PP3 の 機能分

布 ， （2）DTO と PP3 が競合す る揚 合 ， に つ い て ， 照応形の 先行詞の NP の 指示

特性 に 注 目 し ， 先 の 1 の 分析を利用 しなが らま とめ て み た 。

　（1）∋TO と PP3 の 機能分布。

　個体的指示 ［INDV ］で ，
　 SPCi！j で ない NP を先 行詞 とす る場 合 ， 照 応 形に

1：　sTo が 用 い られ る 。 次の 301）302）は NotSPCj （こ れ らの 場合聞き手 jは

テ ク ス ト の 受け手）で あ る NP を 先行詞 とす る照 応形 ∂TO で ある ：

301）　KMoPHJIe　rIpo 田 eJI　qeJIoBeK 　B　qepHoM
，
　co　c60pKaMH 　Ha　y31くMx 　o6ne −

　ralolllHx 　pyl〈aBax ． 3To　61・m 　6paT　noKoilHoti 　PI　Aflnfl　rr」laKaBIIIero 　Ma πb −

　qHI｛a
，　paccTpH冫KeHHblA 　Ho 　co6cTBeHHoMy 　IlpoLHeHHK ）cBHLueHHHK 　HHi〈onati

　HHKo・aaeBMg 　BeaeHfifimi．　OH　no 皿oluen 　K　Ma 」lb脳 Ky 　H　yBe，n　ero 　c　I〈naA −

　6HLua・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［「［aCTePHaK
，
3−4］

302）　TpaMBath　 HaKpbl ・l　Bep毋Mo3a
，
　 H　noA 　pe田 eTKy 　rlaTpHapnle黄　aaneH

　Bbl6pocMno 　Ha 　6yπbl冫KHb 磁 oTKoc 　KpYI −
　・II）1負 TeMHbl 眞 Ilpe双MeT ．　CKaT班B田 Hcb

　c　gToro 　oTI ｛oca
，　oH 　3aflpl ・lraJI　IIo　6y毋bl｝KHHKaM 　BpoHHo負．　3To　6bma

璽 i羣a田 塑 ．哩 9型一旦gP訌H哩 　 　 　 　 　 　 ［BynraK・B
，
463］

また ， 303）304） の よ うに 話者 （＝ 二 項 名 辞文 の 発話者）に と っ て未特定 の 指

示 対象を先 行詞 とす る場合に も 9TO が用い られ る
。

こ れ らの よ うに 二 項名辞文

が疑問文の 時， 直接の 聞 き手 （＝ 疑間文の 向け られ る相手）に と っ て は 対象が

特定済み （従 っ て 話者に と っ て の み未特 定） とい う状況 が あ りうる 。 こ れ は 対

話型 の テ ク ス トで 聞 き手 と話者が 入 れ替わ る 時に 生 じ る が ，
こ の 場合照応形 の

選択 に 関与的なの は話者の 立 場 （話者に と っ て未特定）の み で ， 指示対象が 聞

き手に と っ て 特定済み で あ るか 未特定で ある か は 問題 と され な い ；

303）　Bbl　BepJIHo3a　3HaeTe ？− cllpocH ．if レIBaH　MHoro3HanHTeJlbHO ．− 3To ．．．
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　KoMno311Top 　？　HBall　paccTpoPlelc∬．− 1〈aKo 藍 TaM 正くoMilo3MTop ？　Ax 八a
，

　八aHeT ！　KoMno3HTop − 3To 　o ，aHo 〔paMH毋eu 　MHulH　Bep．qHe3a ！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［ByJlraKOB， 485］

304）　Bc矼 cBHTa 　ol〈a3blBaJla 　eMy 　3HaKH 　BIIn ！laHMfi 　H 　yBa冫KeIm ∬
，
　 Id　Bxo ∬ ero

　no ．ayqH ，llcfi　noeTy 　oqeHb 　Top ）1〈ecTBellllblM （＿）　刀！a ，
　aTo 　6bm

，
　HecoMIIelIHo

，

　PmaBHblir ．　OH 　ceJI　Ha 　Ta6ypeT
，
　a　Bce 　ocTaJIHcb 　cTofiTb ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［ByJlraKoB， 504］

　以上 か ら次 の よ うな文脈的状況を設定す る こ とが で きる ： 二 項名辞文の 主題

は 先行文脈 で 話題 と され る NP だ が ， そ の 指示対象は 聞 き手 また は／か つ 話者

に と っ て未特定 （NotSPCn ）［n は 1また は i］ で ， それ が ， 続 く二 項名辞文で

特定化 され る か ， 何 らか の 特徴付けを 与え られ る 。 こ の よ うな場 合二 項名辞文

に 現わ れ る NP 照応の 形式は STO で ある 。

　 こ れ に 対 し，
PP3 は 先行詞の 指示 対．象が話者聞 き手双方に と っ て 特 定 済 み

（SPCi／j）の 場合に 用い られ る （先に 言及 した よ うに ， こ の 場合，連辞 が 非 現

在形で あれ ば述部の NP は 主格 または 造格とな るが ， こ の 述語形式の 違い は こ

こ で は 問題 と しな い ）：

305）　皿aBeAb ，　ApqH6 顳 b丑 ApqH6anb，aoBHg ，　Tpycfi
，　 oTBeqaJI 　 Il1Be負uap ，

−

　KaK 　xKe 　fi　MoFy 　Hx 　IIe　AollYcTvaTb，　ec ．III　oHH ・
一

　・MeH 　MACCOnaTa 　？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Bynrai〈OB ，
481］

306）　BoKpyr　plHcTHTy
’
ra （＿）　＞1くH訌o　HeMa ，Jfe　JIHTepaTopoB ．　nogTH　I〈a冫1蝋 oe

　yTpo　Bo3 ∬ e　HauJeH 江BepH 　BblpacTa ，Jl　yHbl訌o 双o皿roBH3bl 蘯 rlo∂T　Py双epMaH ．

　
一 丑a苴Te 　3aIくy｛）vaTb ，　pe6∬Ta ・　OH 　6bM　aBTopoM 　HoBa ・lbHo 　3Ha珂〜IH蹤To 荷

　11ecHva 〈TauaHKa＞．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ［TelIllpfiKoB，
128］

　 1 で ，
NP の 指示特性が SPCi！jで ある とは ， 話者聞き手双方 がそ の 指示 対

象を特徴 の 総和 ＝ 全 体像 と して 把握 して い る こ とを意味 し ，
NotSPCn とは 聞

き手 また は ／か つ 話者が指示対象を ， そ の 全体像に 関 して は 未知の ま ま，文脈

関与的な ， 即 ち文 脈で 語 られ る ある特徴の 担い 手 と して の み 理解す る こ とで あ

る と定め た 。
こ の 関係は二 項名辞文の 照応形に もその ま ま投射 され る 。

つ ま り

PP3 の 使用 は ， そ の 指示対象 （＝ 先行詞の 指示対象）を SPCi！jと して の 全体

像 と して 指示す る こ とを意味 し ，

一 方 ∋TO の 使用 は ，先行文脈 で語 られ る状況

の 担い 手 とい う文脈関与的な特徴の 主 体を 先行詞 と し， 同時に その 主体 の 実体

（＝ 全 体像）に つ い て は 何 も語 らない こ とを 意図す る の で ある 。 そ こ で ， 話者
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が 自分 に つ い て の 二 項名辞文を発す る 揚合に は 必ず PP3 が 用 い られ る ：

307）　　Konbi〈a　peulHπ，
　uTO 　oH

− HeY ，［［atlHvaK，　H　∋TO 　ero 　Hecl〈oJlbKo 　ycno・

　KOH ，no．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［DpeH6ypr， 160］

　　［
＊KoAbKa　peluH∬ ，

　qTo 　sTO 　Hey 双aqHHK ．コ

308）　HpoJlon＞KaIo
，

− cKa3aJI レil3aH（…　）oToT 　cTpaiHHbl 直　THrl
，　a　olI　BpeT

，

uTO 　OH 　KoHcy ．qhTaHT
，
06Jia．aaeT 　Kal〈olo −To 　Heo6blKHoBem −lotl　c｝1・IOii…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　匚Bv，nrai〈oB
，
506］

　　［
＊oH 　BpeT ，

　qTo 　gTo 　Kollcy 汀bTaHT ］

　 こ の よ うな状況 で も し 9TO を用い た な らば 9TO の 先行詞 は 本来の 先行詞 ，
つ

ま り二 項 名辞文 の 話者で は な く， 何 か 別 の もの で あ る と理 解 さ れ る で あろ う。

　−1二記 の よ うな 9TO と PP3 の 照応機能の 基本的な違い の た め に ，
　 DTO を用い

た 場合 と PP3 を 用い た 場 合 で 照 応関係に 違い を生 じる 場 合が ある 。 次 の 309）

310） の よ うな ケ ー ス で ：

309）　　M　rlpHBH 双eHHe
，
　rlPo 且双∬　B　oTBepcTHe 　Tpe 」lbfl＞KIくa

，
6ecrrpeHnTcTBeHHo

　 BcTynM ・10 　Ha 　BepaH 双y．　TyT　Bce 　yBH双e∬H
，　 qTo 　aTO − HHKal ｛Oe　He 　npH

−

　 BHpteHHe ，
　a　HBall　HmcoeiaeBvau　Be3．uoMHblti　一 　va3BecTHeHmMti 　nogT ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［By 刀raKOB
，
479］

　　［9To ；　・： To
，
　qTo 　BcTynxno 　Ha 　BepaHAy ；：≠ npraBu 双el−IHe ］

310） Bom ．na　 Me 双cecTpa ．　 A 　Mbl 双yr　anva ，
　qTo 　 gTo 江oKTop ．〔6｝

　　 ［三）To ： ＝ ToT ，
　KTo 　Bollle．JI；：≠ MeJLcecTpa ］

∋TO の 位置に PP3 を 用 い る と ， その 先行詞は 先 行文脈で 語 られ る名詞 ［309）

で は IlpvaBHIIeHHe
，
310） で は MencecTpa ］と な り， しか もそ れ らは SPCi〆jで

ある と理解 され る 。
こ の 解釈 で は ， 309）は oHO ［：＝ npHBHAeHI ｛eコー HHKal 〈Oe

He 　nPHB 珮 eHHe
，
　a　H ．　H ．　B．「そ の 幻は 幻で な くH・H・B・だ っ た 」 とい う奇妙 な

関係に な り， 310）は Mbl 　AyMaJIH ，
　qTo 　oHa ［：＝ Me 双cecTpa ］JloKTOP、「彼女

（＝ そ の 看護婦）を 先生だ と思 っ た」 とな っ て 発話 の 意味が変わ っ て しま う。

こ こ で 注意すべ きな の は ，
9TO の 先行詞 が先行文脈で 言 及 され る NP そ の もの

で は な く， そ こで 語 られ る行為 あるい は 状況の 担い 千 （ヴ エ ラ ン ダ に 入 っ て ぎ

た もの ／部屋に 入 っ て きた 者）で あ り， そ の 実体に つ い て 二 項 名辞文で 始め て

言 及 され る とい う点で ある 。
こ の 様な状況 で ∋TO に

．
替え て PP3 を用い る こ と

は で きな い 。

　先行文脈 の 状況 の 担い 手を 先行詞 とす る 9TO の 機能は 次 の よ うに ， 允 行 文脈

に 先行詞 とな るべ き NP が 明示 され な い 場 合 に 明瞭 に 発 揮 さ れ る 。
こ の 場合
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PP3 の 使用 は 完全 に 排除 され る ：

311） CTpafia　Hoc 」blluamlcb 　ruarva． 9To　6bm　Ha 田 HaqanbHHK ．

　　　　　
＊oH　6Lm　Ham 　llaga ・lbllHKIHaqa ．qbHHI 〈oM ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（cf．　naAyqeBa ，
79）

　　　［9TO ：ニ タ ラ ッ プか らの 足音 （の 主）：］

　　照応 形 DTO は また ， 先 行詞 の NP の 指示特性が INDEF の 場合に も対応す

る ：

312）　OHa　！lo，J1＞KHa 　6bina　B3HTb 　IIOMOLUHHKa ．　　3To　Ao 丑＞KeH 　6bm 　6blTb

　　yMHbI薩 H 　nopHAoqHbl 曲 tle ．noBeK ．　　　　　　　　　　　（cf ．　Ce．qHBepcToBa
，
39）

313）　BoFaTble　Be ・lbMO 冫KH
，
　 noce 皿laBII【He 　3ana双Hylo 　EBpoHy ，

　 npHBo3flT 　c

　　co60 藍　lil．locTpaHIIblx 　nQBapoB ．　　BHaqane　3Te 　6bi，nH 　60Jlb田 e苴　qacTblo

　ro ππaH八cKHe 　H 　HeMellKHe
，
　 oco6eHHo 　caKcoHcKHe 　H　aBcTpmbcKHe

，
3aTeM

　IIIBeAcl 〈l！le　H 　 IlpeHMYUIeCTBeHHO ΦpaHuy3cKHe．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［HaqHoHaJlbHble　KyxHva
，
10］

　（2） PP3 と ∂TO が競合す る場 合

　　前節で ， 二 項名辞文 で は 先 行詞が SPCi！j で ある場合に は PP3 が ， そ れ以

外の 場合 ∂TO が照応形 と して 用 い られ る こ とを 明らか に した 。 と こ ろ で ，
　 OTO

は 先行詞 が SPCi！j で あ る と きに も しば し ば 用 い ら れ る 。 以下 は そ の 例 で あ

る ：

314）　Bapfi　THMauloBa　IcoliqH 」Ia　B　npourrroM 　roAy 　rleATexHm 〈yM，　OHa 　yqH−

　TeJlbcTBoBaJla 　Ila　cTpo 藍Ke ．　E燉 6blJIo皿eBfiTHaAllaTb 　JエeT
，
　 H　 oHa 　 JIK〕6HJIa

　rlepeBo 双IIbIe　poMaHbl．　OHa 双yMana，
　qTo 　oHa 　noxo ）Ka 　Ha 　HHre60pr　I〈en 一

　πepMalIa ．（…）　OHa　HHKaK 　He 　noxo 且H汀a　Ha　HHPe60pP．　3To　6bma　KYP −

II｛〜cafi ．PX嬋 一丞eBX 型阻 cKpeHKH 醐 HKpaM ｝1　H　c　Ao6pblM 　cepnqeM ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［∂peH6ypr， 155］

315）　He八aBHo 　MoA 　nepBafi ＞KeHLUHHa 　yMepna．　BnoxBa ．qy 　e曲 cKa ｝i〈y　： 9To

　HacTofllUafi　｝KeHH 工HHa ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［ropbKH負，
117］

　　こ の SPCi／jの 先行詞 に 対応す る場合の ∂TO と PP3 の 機能的な違い に つ い

て Ce・UHBePCTOBa は ， 先行詞 とな る NP の 指示 対象か ら ， 状況 を形成す る要

素 と して の 特 徴 を切 り離す文 体 的効果 を指摘 し て い る 。
ω　こ の 指摘は 前節 で 明

らか に した 照応形 の 基本的 な意味の 違い ， 即ち PP3 が SPCi！jで ある NP を先

行詞 と しそ の 指示対 象を
一 つ の 全体像 （特徴 の 総体） として 指示す る の に 対 し ，
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9TO は 先行文脈で 語 られ る行為の 主体 ， 関与的な特徴の 担い 手を 先行詞 と し，

その 実体 に つ い て は何 も語 らない ， と した図式 と一 致する 。 こ の 考 えに 従え ぽ ，

SPCi／」の NP を 先行詞 とする ∂TO の 使用は ，文脈で 語 られ る ある特微を持 っ

た 個体 を ， た だ そ の 特徴 の 担い 手 と して ， 特徴の 総和 で ある 全体像か ら切 り離

して と りだ す効果を 持 つ こ とに な る 。 こ の こ とが実際 に どの よ うな効果を生 じ

るか （指示対象 に 対す る 話者の 客観的な視点 ， 距離感 な どの 微妙 な差異 8う は

個 々 の 文脈状 況 ， 話者の 選択 に 依存す る 。

　3．03CAT の 指示 特性 を持 つ NP を先行詞 とす る場合 に つ い て
。

　 こ の 場合に も ， ∂TO が 用 い られ る ：

316）　刀〔ocHx 　nop 　nonyJllfipe｝I　cTapHHHb 財　06b 円 a且　BbicTaBnfiTb 　Ha　cToul

　Ilpa3 ！1Hレ19Hoe 　yro田 eHHe − − HMporH ．　no 　IlvaM　Hepe 江Ko 　cYIIflT 　o　Icy丑HIIa −

　pHblx　clloco6HocTHx 　xo3 頭 1くH ．　 A 　Be皿b　lくoFILa−To 　gTo 　6bma　l〈pecTbfiHCIくafi

　rloJleBafi　nHH 弐a，
　c八eπaHHaH 　Ha　cKopYK ） Pylくy．　　　［HayKa　 B　CCCP ， 73］

317） OII　He 　 mo6iin 　 aHM 四 aH ，　 yTBep冫1〈nafi ：
− STo　 HallHH　 tleHliBaH ，　 oHa

　HH ・lero　He 　Bbl双yMana．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［FopbKWh， 106］

　
一
方 ， 上 例 と類似した 状況 で ，

CAT と して 言及 され る NP に 対す る照応形

として PP3 も用い られ る ：

318）　Bo3PAaBnHBzllaH　BocTogHy ｝o　Hepl〈oBb 　BH3aHTua　6bma　BblllY＞K皿eHa

　oTcTaHBaTb 　I｛Mcnblit，　9To6bl 　He 　π HIuHTbcH 　Ilo双八ep 冫KI｛H　PycH，
　 IlnA　KoTO ・

　pOfi　OH 　6bin　CHMBonoM 　HauvaoHanbHoth 　CaMO6blTHocTH ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［HayIくa　B　CCCP
，
72］

319）　Llylく・・IH　He ．TI｝06flT　rlYTelJ．lecTBOBaTb ．　OHH 　AoMoce21bl．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （HaAyqeBa ，
　CTP ．83）

　ある指示対象を CAT と して 言及す る こ とは 対象を 類概念 とし て捉え る こ と

で ある 。 従 っ て ， 上 述 した 個体指示 の 場合の NP と同 レ ベ ル で論 じる こ とは で

きない
。

こ れ は 具体的な指示 対象を持た ない NP の 場合 と合わ せ て さ らに 検討

を 要す る問題で あろ う。

　　　　　　　　　　　　　　　 4． 結　論

　 3 で 述べ た事柄を ま とめ る と結局 ， 個休的指示を意図す る二 項 名 辞 文 で は

SPCi！
’j の NP を 先行詞 と し， か つ そ れ を全体像の ま ま指示す る 場 合 に の み

PP3 が 用い られ ， そ れ 以外の 場合 ∂TO が用い られ る と見 る こ とが で きる
。

こ

の 関係を ，
NP と指示特性の 関係を ま とめ た 先 の 1図に 重ね る と次 の 図 1 の よ
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【Ir　二 項名辞文に お け る照応形 と先行詞 の NP お よ びそ の 指示特性の 関係】

　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　
1

　　　　 個休的指示 （INDV ）　　　　
．

カ テ ゴ リ
ー
的指示 （CAT ）

（時点 t で ）
1．

定 （DEF ）

話者に お い て

特定済み （SPCi）

話者に お い て

未特定

（NotSPCi）

聞 ぎ手 に お い

て 特定済 み

」（
SPCi／」）

話者に お い

て 未特定

（NotSPCj）

（個体の ）

存在的前提 有効

不 定 （INDEF ）

無効

情 報 劇 高

対象へ の

理解

二 項名辞文

一一一一
→ 低

特 長の 総和 ，

全体像

言及時点で 与え られた

情報の み ， 文脈関与的

な特徴の担い 手

集合 の 任意 の 　　カ テ ゴ リー

元　　1　　　として の 把握

1で の 照応形

PP39TO1 ，。。 9TO ／

PP3

うに な る 。

注（1） Donne11an，

“ Reference　and 　de丘nite 　description” ，　The　Philosophica9　Review，

　　 1966
， vol．75，

　no ．3
，
　PP．281−304．

　  　こ の 点 に 関 し て は 例 えば ： 寺津典 子 「言語理 論 と認知科学」， 渕一博 編 『認知 科学

　　へ の 招侍』，NHK ブ ッ ク ス ，1983， 第三 章 （推論 に よ る 照応）。

　（3） Ha ムyueBa は 例外 的 に 先行 詞が 動詞 派生の 中性名詞 の 場合 ， 二 項 名辞文以 外 の 構

　　文 で も照 応形 と し て 9To が 用 い られ る と し て い る ： 1
’
lpoBeAeHHe ．aHanora 　 Me 冫Kny

　　sT ｝IMH 　c
’
TpaHaMH 　cTaHoBHTCH 　HeH36e 冫KHblM ．　三∋Toro 　Tpe6yeT 　60JlblJluHCTBO

　　 CoBeTa　 q ，neHoB 　 Be30nacHocTH． し か し こ の 場 合 の gTo が確 か に NP の 照 応 形 か

　　ど う か は 明 らか で な い
。

こ こ で は 先行詞 の 性 格上 そ の 意味内容が 文 脈 の 内容 と一致

　　し て お り，
こ れ も文脈照 応 の

一・つ とす る方 が 自然で あ る よ うに 思わ れ る ；HaAyqeBa，

　　E．B．
，　

“ 3HaqeHvae　H 　cHHTaKcM ［lecKHe 　ΦyHK双HH 　cJloBa 　smo
”

，　∬7po62eMbt

　　efnpy κm
，ypnodi　nzartzsacm μ1Ut，　1980，　CTP ．89・

　（4） 平 行的 な現象 は た とえ ば NPi　COPL 　NPj の タ イ プ の 文 で 第二 成分 を造 格 に す る

　　の が 義務的で あ る ポ ーラ ソ ド語で も み ら れ る 。 即 ち こ の 構文で
一

方 の 成 分に to が 用
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　　い られ to　jestの 形 に な る と も う
一

方 の 成 分 も主 格 で現 れ る ：ex ．　Wieslaw 　Golas／

　 on 　jest　aktorem ；cf ．　 To 　jest　student ； Gramatyha 　wsp6tczesnego ブ夢紗 肋 Pols一

　肋 go　II，　Warszawa ，
　Pafistwowe　Wydawnictwo　Naukowe

，
1984

，
　str ．144−145．

（5） こ の 点 に 関 し チ ェ コ の 79年文法 で は 文 脈照応 の STO と NP 照応 の 9TO の 混 同 が 見

　　ら れ る ；PLyccKafi　I
“
paMwtamu κa ，　Praha，　Acade 即 ia，1979，　II， §1026．

（6）　日aAyqeBa ，　E ・B り

‘‘ 1｝玉ecToHMeHHe ∂neo　c　npe 八MeTHblM 　aHTelleJLeHOM
”

，　Opo −

　6nenebi　cMpYrcMYpNOdi 　ntuteB ” cmeureμ ，
1979

，　cTp ．　83．（木文 中 の Ha皿yqeBa は 上

　　記 3 の 文 献 で な く こ ち らを 指 す ）

（7）　Ce諏HBepcToBa 　O．　H．，　MecmouMe κaff θ n3btKe 　u　peea，　M ．，　HayKa ，1988，　cTp ．

　 40−42．

（8）　fla双yqeBa，

‘‘MecToHMeHHe　3mo …　
’J

，　cTp ・81・；CeJIHBepcToBa・　oP ・cit・　cTp ・

　 42．
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9peH6ypr Ixl. 
"neHb

 BTopova",  CoopaHue coifuueNudi  B 0eBfffna movuax,  1964,

 T. 3.I'Ioxne6KHH

 B.B., HaagaoHa-bMbte ayxHu  natazax  MapoOoe,  M. 1983.

Ha.yKa B  CCCil  1989, Nb 2.

       AHaopopHgecl<afl opyHKllHfi 
"DTO"

 H  JIHgHblx MecToxMellmh

                         pyccl<oFo fi3blKa

                                              KstiKo MlgiTAHI'l

     IxiF (HMeHHa" rpyllna),  KoTopa"  o6o3HagaeT  KoHKpeTHblth  fiPellMeT,  OTHO-

cHTcfl  K BHefi3blKoBoMy,  aKTyaJlbHoMy  MMpy  uepe3  cBoe  neKcHgecKoe  3HaueHvae.

OnHal{o eTo  oTHomeHHe  o6Hapy>icHBaeTcfi  HeonHo3HagHo.

     I'IF Hcnonb3yeTcH  "nH  KaK  peAoBafl lleHpTaitHfi (CAT: categorial  denota-

tion) HJH  i<aK HHJzHBHAyanbHaH  neHoTauHfi  (INDV). B  paMi{ax INDV  peane-

3y}oTc"  JIeHoTauHfl K  HeofipeneJIel{HoMy  rrpeAMeTy  (INDEF) H nefloTauHn  K

onpeaeJieHtioniy  llpe,aMeTy  (DEF). DEF  pa3nenfieTcA Ha  TpH  fioflK"acca;  (1)
SPCi/ji KaK  rOBOPAUIwh  (i) TaK  H  CnYLLIaTenb(j)  HMe}OT  B  BvaJEY  HAeHTlitpliUHPO-

BaHH-UI  npeMeT;(2)NotSPCj:npellMeT  H3BecTeH  roBopmlzeMY,  HO  eMe  He

MnellTH(l)H"HpoBaH  nnfi cnymaTenfl;  (3) NotSPCi/j: rlpeJcMeT,  o KoTopoM  MJEeT

pegb, ocTaeTcfi  HeHneHTplopHllMpoBaHHblM  nnH  roBopfl-epo  H cflyLuaTen",  xoTH  y

roBopflIuepo  ecTb  cBenet[Hfi  o  cycuecTBoBaHMH  KaKoro-To  KoHKpeTopo  rrpeAMeTa.

     06PaMafi BHHMaHHe  IIa YI<a3al･IHble JkeHOTaTHBHble  TUHbl,  MO>KHO  PaCCMOT-

peTb Bonpoc  o  pacnpeneneH"H  po"eti lcal{ aHaipopbl  Me>KAy  
"gTo"

 H nMgHblMH

MecToHMeHHfiMH  TpeTbero  ""lla  (PP3) B  6HHoMmlaTHBHblx  upenno>KeHHfix,  T.e

npennoxceHnslx  co  cBfi3ogHblM  rnaronoM  
"6blTb"

 va nByMH  MF  B  pyccKoM  fi3blKe.

     DToT Bonpoc  TpaKTyeTcfi  cnenylomMM  06Pa30M:  ec"H  AeHoTaTHBHblpt

npH3HaK  aHTeileneHTa-I.IF-SPCi/j,  ynoTpe6nfleTcfi PP3,a  npH3HaK  aHTeileneHTa

NotSI'Cj HJH  NotSPCi/j,  yHoTpe6nfieTcn 
"gTo".

 
"9To"

 Hcnonb3yeTcfi  AJifi

oTcbinKH  K aHTelleneHTy  c npH3HaKoM  SPCi/j H  B CJIyHae,  KorAa  Y roBopHluero

eCTb  IIaMePelllie  0503HaHaTb  nPeJIMeT  KaK  HOCHTegl"  KalCOrO-TO  nPH3I-Ial<a, CBfl3a-

HHOrO  C OnPeAe"eHHblM  KOIITel<CTOM.
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